




                                    

 

 

 この工事は、渡良瀬川左岸のＪＲ渡良瀬川橋梁から桐生大橋までの堤防裏に、緊急時の水防活動用の土

砂を確保するための盛土工事です。現在は堤防裏の斜面に対し段切りという作業を終え、ダンプトラックによりみ

どり市から備蓄土となる土砂を運搬・搬入しております。段切りとは、堤防の斜面に新しく土を直接盛ると、その境

で滑りが発生してしまうため、古い土と新しい土が馴染むように行う施工方法です。下の写真の左が段切りの施工

中で、右は完成したところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事場所においては立入禁止等の看板を立てております。しばらくの間ご不便をお掛けしますが、事故

に遭われないようご理解ご協力をお願い致します。 

 

３． 水質事故対策の勉強会を開催 （１１月６日）  

 栃木県足利市緑町地先の渡良瀬川河川敷において、渡良瀬川沿川の県の土木事務所や市の職員に参加し

ていただき、河川に油や有害物質が流出したときの、調査方法や対策について勉強会を開催しました。 

 当日は約６０名が参加し、油の特性や対策に利用する資材の説明、また水質状況を簡易な方法で調べる

パックテスト（試験方法）の講義を受け、その後オイルフェンスの張り方を体験しました。 

 渡良瀬川やその支川において、油の流出や死魚の浮上といった事故が頻繁に起きています。不要になっ

た油や薬品を河川に投棄しない、させないようにしましょう。またそのような状況を発見した場合には、

速やかに最寄りの当事務所出張所や市に連絡をお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ２１桐生地区側帯盛土外工事

油の処理方法について実験 オイルフェンス設置訓練 

※連絡先 渡良瀬川河川事務所桐生出張所 ４４－３７２４  桐生市市民生活部生活環境課  ４６－１１１１ 




